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食中毒予防街頭キャンペーンを実施しました！ 
 

昨年、福岡県で発生した食中毒事件は 87 件、患者数は 779 人 

で死者はいませんでした。患者数は 2 月や 12 月など、 

ウイルス性食中毒の多発する冬季に多くなりましたが、 

事件数では高温多湿な夏季はもちろん、一年を通して食中毒が発生していま

す。そこで、県民の皆様に対する食品衛生思想の普及・啓発をさらに推進す

るため、福岡県では毎年 8 月を「食品衛生月間」と定め、食中毒予防シンポ

ジウムや食中毒予防講習会など様々な事業を開催しています。 

8 月 1 日（木）、本協会も福岡県と協力して博多駅前で食中毒予防街頭 

キャンペーンを行い、たくさんの県民に啓発チラシとウエットティッシュを

配布しました。今年は FBS が取材に来て、キャンペーンの模様が「めんたい

ワイド」で放映されました。 
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お知らせ 

福岡県庁生活衛生課の食品衛生担当者がチ

ラシを配布しているところ 

FBSがキャンペーンの模様を取材に来て、県民

がインタビューを受けているところ 

http://www.fukuokaken-shokkyou.jp/


うなぎ弁当による食中毒の発生について 

7 月 25 日（木）、横浜市内の百貨店で販売された「うなぎ弁当」などを食べ

た客が嘔吐・下痢等の食中毒症状を発症しました。発症者の便から黄色ブド

ウ球菌が検出されたことから、横浜市保健所は食中毒と断定し、       

製造販売した飲食店に営業禁止処分を行いました。 

1．事件の概要                             

2 日間で「ウナギ弁当」945 食、「ウナギかば焼き」816 食の計 1,761 食

を提供し、10～90 歳代までの男女 159 人が発症、うち 90 歳代の女性が

死亡したが、死因の因果関係は不明とされている。                   

2．病因物質                              

発症者、ウナギ弁当、調理場などから黄色ブドウ球菌が検出された。  

3．事故の原因                            

調理従事者の手洗いが不十分で、手袋もしていなかったことから、横浜市

保健所は「手指を介した汚染の可能性がある」と指摘。また、生産能力を

上回る調理や調理従事者の健康状態のチェックミスも指摘されている。 

4．黄色ブドウ球菌食中毒とは                     

黄色ブドウ球菌は、手指の切り傷や化膿創の他、健康な人でも鼻の中や喉な

どにいます。手指を介して汚染されたおにぎり、弁当、シュークリームなど

が原因食品としてよく報告されます。喫食後、                     

3 時間程度で吐き気、嘔吐、腹痛があります。 

5．黄色ブドウ球菌食中毒の主な予防方法                  

➀調理前の手指の洗浄・消毒、②食品の冷蔵保管、③手指の傷に注意、④マ

スク・手袋の着用  

今回、事故を引き起こした飲食店では、調理に従事する際の手洗い不十分、

盛りつけ時の手袋の不着用、食品の冷蔵不十分など、いつもの調理工程と異

なる作業や保管がなされたことが原因と指摘されています。これは HACCP

に沿った衛生管理を導入した際に自らが定めた衛生管理計画をしっかり守っ

ていれば防げたはずの事故です。私たちも決して食中毒事故を起こさないよ

う、HACCP の考え方を取り入れた衛生管理をしっかりと遵守し、その証と

して「食の安心・安全・五つ星事業」に参加しましょう！ 


